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第３学年  組 数学科学習指導案 
 

１ 単元名 相似な図形 
２ 単元について 
 （１）単元観 
本単元は、学習指導要領の「B 図形」の領域に位置付けられ、目標と内容は以下の通りである。 

 
数学的な推論の過程に着目して図形の性質や関係を論理的に考察し表現することの意義は、一つには

既習の図形の性質や関係を論理的に整理し、体系付け、組み立てていくことにある。その際、合同と相似
は重要な概念である。第２学年では、数学的な推論の過程に着目して、図形の合同に基づいて三角形や平
行四辺形の基本的な性質を見いだし、論理的に確かめ説明することを学習している。第３学年では、三角
形の相似条件などを用いて図形の性質を論理的に確かめ、数学的な推論の必要性や意味及び方法の理解
を深め、論理的に考察し表現する力を養う。また、基本的な立体の相似の意味を理解し、相似な図形の性
質を用いて図形の計量ができるようにする。 
 本単元では、三角形の相似条件を使って図形の性質を証明することより、相似な図形の性質を理解し、
相似な図形の性質を用いて線分の長さを求めたり、相似比と面積比、体積比の関係を見いだしたりして
いくことに重点が置かれている。そこで、相似な図形の意味や、それを用いる方法の理解を深め、見いだ
した性質を論理的に考察させる。本単元の学習が、１、２学年での既習の内容や、その後の円や三平方の
定理などの図形の学習と関連があることにも触れていきたい。 
〈単元の系統〉 
中学１年            中学 2年             中学 3 年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ（1） 図形の相似 
（1）  図形の相似について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。   

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。    
(ア) 平面図形の相似の意味及び三角形の相似条件について理解すること。    
(イ) 基本的な立体の相似の意味及び相似な図形の相似比と面積比や体積比との関係について理

解すること。   
イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。    

(ア) 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確かめること。    
(イ) 平行線と線分の比についての性質を見いだし、それらを確かめること。    
(ウ) 相似な図形の性質を具体的な場面で活用すること。 

 

■平面図形 
・図形の移動（平行移動・
対称移動・回転移動） 

・基本の作図とその利用 
・おうぎ形の面積 

■空間図形 
・いろいろな立体 
・立体の見方と調べ方 
・立体の表面積・体積 

■三角形の四角形 
・二等辺三角形 
・平行四辺形の性質と条件 
・直角三角形の合同条件 

■平行と合同 
・多角形の内角と外角 
・平行線と角 
・三角形の合同条件 
・証明 

■相似な図形 
・三角形の相似条件 
・平行線と線分の比 
・相似な図形の相似比と 
面積比、体積比 

■円 

■三平方の定理 
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（２）生徒の実態（男子 名、女子 名、合計  名） 
  省略 
 
３ 研究主題との関わり 
（１）研究主題 

中学校数学科「図形」における問題をつくり関連付ける活動を取り入れた授業の工夫 
－同じように解くことに着目して－ 

（２）研究の目標 
中学校数学科「図形」において、問題をつくり原問題とつくった問題を同じように解くことに着目し
て関連を考える活動を取り入れた授業の工夫をすることが、知識の定着や数学的な思考力の向上、問
題解決の過程や結果を振り返って考えようとする態度の育成に有効であることを明らかにする。 

（３）研究仮説 
・問題をつくり関連付ける活動を取り入れた授業で、自分のつくった問題や友達のつくった問題を解
くことで、生徒は既習の知識が定着し、新しく学習した知識も身に付くだろう。 

・原問題とつくった問題の関連を、同じように解くことに着目して考えることで、生徒は焦点を明確に
し、共通の観点でまとめ、新たな性質を発見していく経験ができ、数学的な思考力が向上するだろ
う。 

・問題をつくる活動を通して、友達がどんな問題をつくったか知り、様々な考えに触れることで、生徒
は自ら新たな問題を見いだそうとしたり、解決の過程や結果を振り返って考えようとしたりする態
度が身に付くだろう。 

（４）指導観 
  本単元は、「相似な図形」「平行線と比」「相似な図形の面積と体積」の３つの節からなり、それぞれ
が異なる数学的な価値を含んでいる。指導にあたっては、生徒がその価値を実感し、知識・技能の定
着につながるように、比の計算や三角形の合同条件、平行四辺形になる条件、証明の仕組みなどの既
習事項の定着を確認し、必要に応じて復習をしながら単元の学習を行いたい。また、問題発見・解決
の過程を意識した授業を行い、結果だけでなく、解決までのプロセスに重点を置いていきたい。さら
に、問題を解決したらそれで終わりではなく、そこから新しい課題を自ら見いだし、解決していこう
とする態度を身に付けさせたい。 

  本研究では、この章のうち、２節と 3 節について、問題づくりを計画的に取り入れていく。問題づ
くりの経験を授業で積み重ねることによって、問題をつくって関連付けたからこそ実感できる、「わか
った」という思いから、生徒は自ら問題を見いだし、解決しようとするだろう。授業によっては、知
識のより深い理解をねらいとする授業と、数学的な思考力の向上をねらいとする授業を考えている。 
一般的に生徒は、授業で問題を形式的に捉え、一連の作業や操作のように解いている場合が多いよう
に思われる。そこで、問題づくりの授業を通して、自分で問題をつくり関連付けることで、同じよう
に解けることを原問題やつくった問題に活かすことに気付き、それによって知識がより深まり、数学
的な思考力が向上すると考える。授業を通して、結果だけでなく、結果に至るまでにどう考えたかの
プロセスを大事にすることで、自ら問題を発見し、解決していこうとし、さらに新たな問いを発見す
るような態度の育成につなげたい。 
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４ 単元の目標 
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

・平面図形の相似の意味及び三角形
の相似条件について理解している。 

・相似な平面図形の相似比と面積比
の関係について理解している。 

・基本的な立体の相似の意味を理解
し、相似な立体の相似比と表面積の
比や体積比の関係について理解し
ている。 

・三角形の相似条件などを基にし
て図形の基本的な性質を論理
的に確かめることができる。 

・平行線と線分の比についての性
質を見いだし、それらを確かめ
ることができる。 

・相似な図形の性質を具体的な場
面で活用することができる。 

・図形の相似の意味や、相似な図形の
相似比と面積比や体積比の関係を
考えようとしている。 

・図形の相似について学んだことを
生活や学習に生かそうとしている。 

・相似な図形の性質を活用した問題
解決の過程を振り返って検討しよ
うとしている。 

 
５ 指導計画 
（１）本単元の計画 25時間扱い（本時 23・24／25） 
１節 相似な図形（９時間） 
時
配 

学習内容 評価観点 単元の評価規準 
知技 思判表 態 度 

1 身の回りにあるものを図形とみなして、その図形
のある点を中心に拡大する方法や拡大してできる
図形の特徴を理解する。 

①※ 
AB 

 ①☆ 
AB 

【知識・技能】 
①平面図形の相似の意味と表
し方を理解している。 
②相似な図形の辺の長さを、対
応する辺の比やとなり合う辺
の比が等しいことを使って求
めることができる。 
③三角形の相似条件を理解し
ている。 

2 平面図形と相似の意味と相似な図形の性質を理解
する。また、相似比の意味を理解し、相似比を求め
ることができる。 

①※ 
AD 

  

3 相似の位置にあることの意味を理解し、ある図形
と相似の位置にある図形をかくことができる。 ①※ 

AB 
  

4 相似な図形の辺の長さを、対応する辺の比やとな
り合う辺の比が等しいことを使って求めることが
できる。 

②※ 
AC 

 ①☆ 
AB 

【思考・判断・表現】 
①三角形の相似条件を利用し
て、図形の性質を証明すること
ができる。 
②相似な図形の性質を具体的
な場面で活用することができ
る。 

5 三角形の相似条件を理解する。 ③☆ 
AB 

 ①☆ 
AB 

6 三角形の相似条件を利用して、2つの三角形が相似
かどうかを判断することができる。  ①※ 

AD 
 

7 三角形の相似条件を利用して、図形の性質を証明
することができる。  ①※ 

AD 
 【主体的に学習に取り組む態度】 

①平面図形の相似の意味を考
えようとしている。 
②図形の相似について学んだ
ことを生活に生かそうとして
いる。 

8 直接には測定できない距離や高さを、縮図を利用
して求めることができる。  ②※ 

AD 
②☆ 
AB 

9 基本の問題 ②☆ 
ABD 

①☆ 
ABD 

②☆ 
AB 

A:行動観察 
B:ノート 
C:小テスト 
D:単元テスト 
☆学級全員  ※代表的機会 

２節 平行線と比（8時間） 
時
配 

学習内容 
評価観点 単元の評価規準 

知 技 思 判 表 態 度  
1 あたえられた手順でノートの罫線が 3 等分できる

ことを、相似な図形の性質を利用して確かめるこ
とができる。 

①☆ 
AB 

 ①☆ 
AB 

【知識・技能】 
①三角形と比の定理を利用し
て、線分の長さを求めることが問題づくり 1 
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2 三角形と比の定理を証明し、それを利用して線分
の長さを求めることができる。 ①※ 

AD 
  できる。 

②中点連結定理を利用して、線
分の長さを求めることができ
る。 
③平行線と比の定理を利用し
て、線分の長さを求めることが
できる。 

3 三角形と比の定理の逆を証明し、それを利用して
2 つの線分が平行かどうかを判断することができ
る。 

 ①※ 
AD 

 【思考・判断・表現】 
①相似な図形の性質を具体的
な場面で活用することができ
る。 
②中点連結定理を利用して、図
形の性質を証明することがで
きる。 
③平行線と比の定理を、三角形
と比の定理をもとにして見い
だし、説明することができる。 

4 中点連結定理を見いだし、それを利用して線分の
長さを求めることができる。 ②※ 

AD 
  

5 平行線と比の定理を見いだし、それを利用して線
分の長さを求めることができる。 ③※ 

AD 
 ②※ 

AB 

【主体的に学習に取り組む態度】 
①図形の相似について学んだ
ことを生活に生かそうとして
いる。 
②平行線と線分の比について
の性質を見いだそうとしてい
る。 
③相似な図形の性質を活用し
た問題解決の過程を振り返っ
て検討しようとしている。 

6 平行線と比の定理を利用して、図形の性質を証明
することができる。  ③※ 

AD 
②※ 
AB 

7 基本の問題 ①☆ 
AC 

①☆ 
AC 

 A:行動観察 
B:ノート 
C:小テスト 
D:単元テスト 
☆学級全員 ※代表的機会 8 中点連結定理を利用して、図形の性質を証明する

ことができる。 
図形の性質の調べ方や証明を、 
振り返って考える。 

 ②※ 
AB 

③※ 
AB 

 

３節 相似な図形の面積と体積（８時間） 

時
配 

学習内容 
評価観点 

単元の評価規準 
知 技 思判表 態度 

1 相似な三角形について、相似比と面積比の関係を

見いだすことができる。 

 ①☆ 
ABD 

①☆ 
AB 

【知識・技能】 
①相似な平面図形の相似比と面
積比の関係を理解している。 
②立体の相似の意味及び相似な
立体の相似比と表面積の比や体
積比の関係を理解している。 

2 相似な多角形や円について、相似比と面積比の関

係を見いだすことができる。 

①☆ 
AC 

  

3 立体の相似の意味を理解し、相似な立体の相似比
と表面積の比や体積比の関係を見いだすことがで
きる。 

 ①※ 
ABD 

①※ 
AB 

【思考・判断・表現】 
①相似な平面図形の相似比と面
積比の関係を見いだし、説明す
ることができる。 
②新しい問題と、もとの問題と
関連付けて考えることができ
る。 

③共通の見方でまとめようとす
ることができる。 

4 相似な立体の相似比と表面積の比や体積比の関係
を利用して、立体の表面積や体積を求めることが
できる。 

②※ 
ACD 

  

5 
本時 

問題づくりを行うことで、三角形の中にできる三
角形について、もとの問題と関連付けて考察する
ことができる。 

 ②※ 
AB 

 【主体的に学習に取り組む態度】 
①相似な平面図形の相似比と面積
比の関係を考えようとしている。 
②相似な立体の相似比と体積比の
関係を学習に生かそうとしている。 

6 
本時 

問題づくりを行うことで、三角形 
の中にできる三角形について、 
もとの問題と関連付けて考察することができる。 

 ③※ 
AB 

 

問題づくり 5 

問題づくり 6 

問題づくり 2 

問題づくり 3 

問題づくり 4 
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7 基本の問題 ①☆ 
AC 

①☆ 
AC 

 A:行動観察 
B:ノート 
C:小テスト 
D:単元テスト 
☆学級全員  ※代表的機会 8 章の問題 ②☆ 

ABD 
①☆ 
ABD 

②☆ 
AB 

 
６ 本時の指導【1 時間目】 
（１）目標 
・新しい問題をつくるとき、もとの問題と関連付けて考えることができる。【思考力、判断力、表現力等】 

・自ら新たな問題を見出そうとしている。【学びに向かう力、人間性等】 
（２）授業観 
  正三角形の内角から等しい角をとり、向かい合う辺に引いた線分とでできる三角形が正三角形にな
るという問題である。これまでの学習で、相似な図形の性質やさまざまな図形の性質を証明すること
を経験してきている。この題材は教科書にはないが、既習の内容で、外側の三角形と、中にできる三角
形の関係を、問題をつくることによって発見することができる題材である。 

  本時では、はじめに「正三角形の中には正三角形ができる」ことを全体で確認し、この問題を原問題
として問題をつくる。正三角形を他の三角形に変えることで、外側の三角形と中にできる三角形の相
似の関係を見いだす。生徒はこの章を通して問題づくりを数回経験しているので、自分で条件を変え
ていくことで問題をつくり、つくった問題を比べることで、自分たちで相似だという性質を発見させ
たい。問題づくりの中で、三角形以外の図形に変えて問題をつくる、角度をいろいろ変えてみる、とい
う問題をつくる場合が考えられる。本時は、三角形について全体で取り上げ、次時は四角形について取
り上げていくこととする。 
この授業では、自ら問題を見いだし、それを解決し、解決の過程を振り返ることで新たな性質を見い

だし、さらに解決したい課題を見つけ出すという問題発見・解決の過程を生徒自ら行うようにしたい。 
（３）展開 
時配 学習活動と内容 指導・支援 ○評価  資料 
2 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. 学習問題を把握する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T. 問題の意味がわかりますか。 
S. 分かる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・問題の意味が分からない生徒には、図

 
 
掲示物 
 
 
 
ワークシ
ート 
 
 
 
 
 

問題 

正三角形 ABCがあります。辺 AB、BC、CA上に 
∠𝐵𝐵𝐵𝐵𝐵𝐵 = ∠𝐶𝐶𝐵𝐵𝐶𝐶 = ∠𝐵𝐵𝐶𝐶𝐴𝐴 となる点 D、E、F をとり 
ます。また、線分 ADと線分 BE の交点を P、 
線分 BE と線分 CF の交点を Q、 
線分 CF と線分 AD の交点を Rとします。 
ただし、点 D は点 B、Cと、点 E は点 C、A と、 
点 F は点 A、B と重ならないものとします。 
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3 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8 分 

S. 分からない 
 
2. 予想する 
T. △PQR はどんな三角形になるでしょ
うか。 
・各自で取り組み、予想をたてる。 
・予想を発表する。 
  正三角形 
  二等辺三角形 
 
 
T. 本当に正三角形と言えるの？なぜ？ 
S. 証明すれば正三角形だと言える。 
T. 今日は、△PQR が正三角形になるこ
とを図を使って説明しましょう。 
 
3. 全体で解決 
・まずは自分で考えさせる。 
・ある程度自分で考えたあと、全体で確
認する。 
T. 正三角形になる、というには何がわか
ればいい？ 
S1. 正三角形だから、辺の長さがすべて
等しくて、角がすべて 60°だ。 
・指名して説明させる。 
T. ワークシートの図に、角度が 60°に
なることの説明を書きましょう。 
 
T. 外側の三角形が正三角形だと、中の三
角形も正三角形になることがわかりまし
た。今日はこの問題をさらに考えていき
たいと思います。この問題で、気になる
部分や変えてみたいところはあります
か？ 
S1. 外側の三角形の形を変えたら内側の
三角形の形はどうなるのか気になる。 
S2. 違う図形でも考えてみたい。 
T. それでは、外側が違う形だったら内側

を用いて丁寧に説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・辺が等しいか、角が等しいか、どちら
かをいえばよいことを確認する。 
・角が等しいことは分かるが、辺の長さ
で説明できないことを確認する。 
・三角形の内角の性質、外角の性質を使
っていることを確認する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
掲示物 

予想 △PQR は正三角形になる。 

△PQR はどんな三角形になるだろうか。 
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がどんな形になるのか、色々考えてみま
しょう。 

15分 4. 問題をつくる 
 
 
T. この問題の一部を変えて、新しい問題
をつくってみましょう。変えてみたい部
分はどこですか？ 
S1. 正三角形 ABCを変えたい。 
S2. 外側を四角形にしたい。 
S3. ∠𝐵𝐵𝐵𝐵𝐵𝐵 = ∠𝐶𝐶𝐵𝐵𝐶𝐶 = ∠𝐵𝐵𝐶𝐶𝐴𝐴ではない場
合を考えたい。 
T. 今回は、∠𝐵𝐵𝐵𝐵𝐵𝐵 = ∠𝐶𝐶𝐵𝐵𝐶𝐶 = ∠𝐵𝐵𝐶𝐶𝐴𝐴 とい
う条件は変えずに考えていきましょう。 
T. 問題文の「正三角形 ABC」の部分を
変えて、内側にどんな図形ができるか、
という問題をつくってみよう。 
T. 問題をつくるときに、どの条件をどの
ように変えて、結果はこうなる、と分か
るように書きましょう。 
T. つくった問題は消さずに全部残して
おきましょう。 
〈予想される生徒の反応〉 
 
 
 
(あ)(い)(う)は図を変えた場合。これらも
「新しい問題」として扱っていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
二等辺三角形、直角三角形、一般的な三
角形にした場合。これらの時にも外側と

 
 
 
・全く問題がつくれない生徒には、個別
に支援する。 
○自ら新たな問題を見出そうとしてい
るか。【主体的に学習に取り組む態度】 

（観察） 

○新しい問題をつくるとき、もとの問題
と関連付けて考えているか。 
【思考・判断・表現】 

（観察・ワークシート） 

・つくった問題は消さないこと。 

・問題を自由に考えさせる。 
・もとの問題をもとにして新しい問題
をつくることを確認する。 
・できるだけたくさん問題をつくるよ
うに促す。 
・生徒が自ら問題をつくろうとする活
動を重視したいので、(あ)(い)(う)のよ
うに条件は変えずに図を変えたものや、
成り立たないものも良いこととする。 
 
 
 
 

 

 

 
四角形に変えた場合、どの四角形に変え
ても、外側と内側が同じ名前の四角形に
なると分かる。しかし、四角形をつくる
ことで、三角形のときには 

相似になるが、四角形では 

相似にはならないことに気 

付く。 

 

この問題をもとにして、問題をつくりましょう。 
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内側の三角形の形が同じになると発見で
きる。 

5 分 5. つくった問題を解く 
・自分でつくった問題を自分で解いてみ
よう。（説明してみよう） 
 
 

・自分がつくった問題の結論がどうな
るのかを考えさせる。 
・証明を記述しなくても、図を使って角
度が等しいことを説明できれば良いと
する。 

 

10分 6. 発表する 
・つくった問題を発表する。 
T. もとの問題のどこをどのように変え
たのか、中の三角形はどんな三角形にな
るのかを説明してください。 
〈生徒の発表例〉 
・(あ)(い)(う)は条件は変えずに図形を
変えた。正三角形の場合は、等しい角が
30°のとき、中に三角形ができない。 
・もとの三角形を二等辺三角形にした
ら、中にできる三角形も二等辺三角形に
なった。 
・もとの三角形を直角三角形にしたら、
中にできる三角形も直角三角形になっ
た。 
・普通の三角形でも、中が普通の三角形
になる。 
・外側の三角形の角と、内側の三角形の
角が、いつでも等しくなる。 
・中と外は相似になっている。 

・本時の発表では、三角形の問題を取り
上げる。 
・いくつかできた問題を紹介する。 
・もとの問題のどこを変えたのか、わか
るように発表させる。 
・他の人のつくった問題と自分の問題
を比較することで、もとの問題を振り返
り、自分の問題を見つめ直すことができ
る。 
・どの三角形でも、中と外の三角形が相
似になっていることを確認する。 
 
・(あ)(い)(う)について、パソコンで図
を見せながら角を動かして見せる。 
 
・生徒から相似になることが出てこな
い場合は、外側の三角形の内角は、内側
の三角形の内角と等しくなることを確
認し、相似条件により相似だと入れるこ
とを発問しながら生徒に出させる。 

 

５分 7. まとめ 
T. 自分でつくった問題や友達のつくっ
た問題、もとの問題を見比べて、分かっ
たこと、気づいたことをまとめましょう。 
 
 

 
・近くの人と相談しながら、まとめを自
分の言葉で考える。 

 

2 分 8. 次回の予告 
T. さらに考えてみたいことはあります
か？ 
S. 四角形についても考えたい。 
T. 次回は四角形について考えましょう。 

・次回は四角形の場合について考える
ことを伝える。 

 

まとめ  外の三角形と中の三角形は相似の関係になる。 
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（４）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本時の指導【２時間目】 
【２時間目】 
（１）目標 
   ・相似な図形の意味を理解することができる。【知識及び技能】 

・新しい問題ともとの問題を関連付けて考えることができる。【思考力、判断力、表現力等】 

・問題を振り返り、共通の見方でまとめようとしている。【学びに向かう力、人間性等】 
（２）授業観 

前時で、外側の三角形と中にできる三角形は相似であることを発見した。本時は、四角形の場合につ
いて考えていく。同じように考えると、外側が四角形の場合でも三角形のときと同じように、中にでき
る四角形も相似であると予想できる。しかし、問題をつくり、つくった問題を解くと、中の四角形は、
外側の四角形とは相似ではないことが分かる。このことを、問題をつくり、原問題と自分たちのつくっ
た問題を振り返ることで、角度はそれぞれ等しいと言えるが、相似ではないのではないか、と考えさせ
たい。自分たちで問題をつくることで、相似になるという予想とは違い、相似ではないと気付くよう
に、授業で生徒のつくった問題を取り上げながら、「相似といえるのか」「相似な図形はどんな図形なの
か」をじっくり考えさせたい。 

（３）展開 
時配 学習活動と内容 指導・支援 ○評価  資料 
10分 
 

１ 前時の復習 
・もとの問題を確認する。それをもとに
問題をつくったことを思い出す。 
・三角形の場合は、外と中が相似である
ことを確認する。 
・なぜ相似になるといえるのか、理由に
ついても全体で確認する。 
・三角形の外角の性質により、外の三角
形の１つの角は、中の三角形の１つの角
と等しくなり、２組の角がそれぞれ等し

・全体で前時の問題を確認する。 
・ワークシートを見るように指示する。 
・前回生徒が発表用に書いた図を黒板
に貼る。 
・前時に生徒がつくった三角形の問題
を印刷して配布する。 
・丁寧に三角形の場合は外と中が相似
になることを確認する。 
・三角形の場合、外と中が相似になる理
由を全体で確認する。 

掲示物 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
予想 正三角形になる。 

問題 
正三角形 ABC があります。 
辺 AB、BC、CA 上に 
∠𝐵𝐵𝐵𝐵𝐵𝐵 = ∠𝐶𝐶𝐵𝐵𝐶𝐶 = ∠𝐵𝐵𝐶𝐶𝐴𝐴  
となる点 D、E、F をとります。また、 
線分 AD と線分 BE の交点を P、 
線分 BE と線分 CF の交点をQ、 
線分 CFと線分 ADの交点を Rとします。 
ただし、点 D は点 B、C と、 
点 E は点 C、A と、点 F は点 A、B と 
重ならないものとします。 
このとき、△PQR はどんな三角形になる
でしょうか。 

この問題をもとにして、新しい問題をつくりましょう。 

発表 

発表 発表 

発表 

△PQR はどんな三角形になるだろうか。 
 

まとめ  
外の三角形と中の三角形は相似の関係になる。 

発表 

発表 
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いとわかるから、相似だといえることを
全体でおさえる。 
T. 前回の授業では、三角形のとき、中と
外が相似になることがわかりました。今
日は、前回みんながつくった問題の中か
ら、四角形について考えていきましょう。
四角形だと外と中の図形はどんな関係だ
と思いますか？ 
S1. 四角形でも、相似になると思う。 
 

・前回の授業で、中に三角形ができない
場合をつくった生徒がいたので、等しい
角度の取り方によっては、中に三角形が
できない場合があることや、四角形など
で角度によっては交点が外の図形の外
側になってしまう場合があることにも
触れ、うまくいかない場合に消してしま
うのではなく、うまくいかなかったもの
を残しておいて、なぜうまくいかなかっ
たのか考えるように促す。 

 
 
 
個人 
５分 
 
 
 
 
 
 
グルー
プ 10
分 

２ 問題をつくる 
 
 
T. 前回、四角形をつくった人は、それを
もとにして考えましょう。前回四角形の
問題をつくってない人は、四角形の場合
の問題をつくって考えていきましょう。 
 
T. はじめに個人で考える時間をとり、そ
のあとグループで話し合います。 
 
・前時に生徒がつくった四角形の場合の
問題をまとめたプリントを配布する。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・前時で四角形の場合に疑問を持って
いた生徒がいたので、外と中が相似とい
えるのかどうかに焦点を絞って考えさ
せたい。 
 
・同じ名前になることと、相似であるこ 
とは違うことに気付かせたい。 
・自分でつくった問題と、友達がつくっ
た問題を関連付けて考えることで、前時
と同じように三角形の外角の性質を使
うと外の１つの角と中の１つの角が等
しくなり、角度が等しいことが言えるこ
とを自分たちで発見させる。 
・角度が等しくなることは説明できる
が、四角形の相似条件はわからないの
で、角度が等しいといえたら相似だとい
ってよいのかを、つくった問題を関連付
けることで考えさせたい。 
○新しい問題ともとの問題を関連付け
て考えることができるか。【思考・判断・
表現】（観察・ワークシート） 

・グループでの話し合いが活発に行え
ていない場合は、途中で全体に、友達が
つくった問題の紹介として、長方形のと
きと、ひし形のときの図を例示して、外

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
掲示物 
相似な図
形 

四角形の場合、外側と内側の四角形は相似の関係になるのだろうか。 
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と中が相似なのかを考えさせる。 

・相似な図形とは、どのような図形だっ
たのかを必要に応じて全体で共通理解
する。 

15分 ３ 発表する 
T. 四角形の場合は、外と中が相似になる
のか、グループで話し合ったことを発表
してください。 
〈予想される発表例〉 
・内側と外側の四角形は相似になる。 
・内側と外側の四角形は相似ではない。 
・外側がひし形のとき、内側にひし形が
できていない。 
・長方形のときは、中も長方形だが、形
が違うので相似とはいえない。 
・内側にできる四角形は、角度はそれぞ
れ外側の四角形と等しいが、相似ではな
い。 

 
・この授業では、なぜ外側の四角形と内
側の四角形が相似にならないのか、相似
ではないといえる根拠について生徒に
考えさせたい。相似条件や、相似な図形
とはどんな図形なのか、生徒が自分たち
の力で気付き、納得できるように、分類・
整理、発表を通して行っていく。 
 
・相似にならない、と気付かない場合
は、長方形・ひし形の場合について考え
させることで、相似ではないことに気付
かせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○相似な図形の意味を理解することが
できたか。【知識・技能】（ワークシート） 
・角度が等しいことを、図を使いなが
ら、全体で理解する。 
・相似な図形は、拡大縮小なので、縦横
の比率が変わってしまう、横に伸びたも
のなどは相似ではないことを確認する 
・三角形の場合は、2組の角がそれぞれ
等しければ相似だといえたが、四角形の
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場合は、角度が等しいだけでは相似とは
いえないのではないかと、自分たちのつ
くった問題を見比べることで気付かせ
る。 
・ひし形の場合、長さの関係が変わって
しまい相似にはならないことを、つくっ
た問題を使って見つけさせる。 

5 分 6. 本時のまとめ 
T. 前回と今回の授業で分かったことを
自分の言葉でまとめましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・授業の感想を記入する。 

 
○問題を振り返り、共通の見方でまとめ
ようとしているか。【主体的に学習に取
り組む態度】（観察・ワークシート） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
（４）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まとめ 
○外側の図形を変えても、内側の図形は外側と同じ名前の図形になる。（ひし形以外） 
○問題をつくると、外側の図形の角と内側の図形の角がそれぞれ等しくなると分かる。 
○三角形の場合、外側と内側の三角形は相似になる。四角形の場合は、角度は等しくな
るが、相似にはならない。 
○四角形の場合、正方形の場合だけは相似になる。 
○自分で問題をつくると、三角形の外角の性質を使って、全部同じように角度が等しく
なるといえることがわかった。 
○正五角形や正六角形の場合は相似になる。 

 四角形の場合、外側と内側は相似だろうか。 

まとめ 

気付いたこと 

発表 

発表 発表 

発表 発表 発表 

前回わかったこと 

外の三角形と中の三角形は 

相似の関係になる。 
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